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ひろ   たか
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　とても緊張したけど、みんなに
支えられて、上手く発表できまし
た。この活動をとおして、アート
には人を明るくする力があること
や主体性をもって動かないとい
けないということを学びました。
発表したような美術に触れる機
会が増えてくれればうれしいで
す。

常葉大菊川高校２年生
井口 ほたるさん
                    （島田市）

ＳＵＰＰＯＲＴＥＲ　ＶＯＩＣＥ
　発表の段階に至るまでは、私
たちも不安が多かったです。進
路選択という意味では、良いきっ
かけづくりになったと思います。
このような体験を自分の糧にし
てほしいです。今後も地域や子ど
もとふれあう貴重な機会なので、
事業を活用していきたいと思い
ます。

常葉大菊川高校
下川 裕靖先生

企画政策課
勝浦 敬豊課長

特集 若者が創る未来の菊川
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菊川の元気は若者から
　参加した皆さんは、企画を創り上げる大変さなど、多くの気づきや学びを得たので
はないかと思います。今回の発表に終わることなく、自分の可能性を広げる良い機会
としていただけたらと思います。菊川市ではこの事業だけでなく、小中学生が、主体
的に地域づくりへ参加するなどの取り組みが実施されています。これらの事業に共通
することは、市内の企業や団体、農業者など多くの地域住民が関わっていることです。
若者が、多くの地域住民と触れ合い、さまざまな地域の魅力を見つけ、自ら地域の魅
力を創り上げることで、地域への愛着がより深まっていきます。また、若者と一緒に
活動することで地域の人たちも刺激を受け、元気になっていくと思います。地域全体
で若者を育てる活動が、菊川の元気につながっていくのではないでしょうか。　

陶芸教室では、ど
ういうものを作る
のかイメージを描
きながら、制作に
取り組みました。

左の写真は、ジュニアア
ート教室の写真教室での
一枚です。テーマに沿っ
て撮った写真をこのよう
なフォトパネルにしました。

トートバッグに絵
の具を飛ばして作
品を制作するアク
ションペインティ
ングや絵本作り
（右写真）にも挑
戦しました。
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